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水稲の出液速度と乾物増加速度の関係
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本数 本 標準施肥区， 本 標準施肥区， 本 標準































液速度は 本区が最大となり，ついで 本区， 本 多
施肥区， 本 多施肥区， 本区となった．













高となり，ついで 本 多施肥区， 本区， 本区，
本 多施肥区となった．
表 に出穂後 日の地上部乾物重あたり出液速度と出













液速度は 本区が最大となり，ついで 本区， 本 多
施肥区， 本 多施肥区， 本区となった．
表 に出穂後 日の 穂あたり出液速度と出穂後 日
から 日にかけての ，単位面積当たり
の穂乾物増加速度の相関係数を示した．いずれの項目に











高となり，ついで 本 多施肥区， 本区， 本区，
本 多施肥区となった．
表 に出穂後 日の地上部乾物重あたり出液速度と出
















山口ら（ ）によれば，水稲品種 ヤマビコ の穂
揃後 日頃の 茎当たり出液速度は 茎 で
あった．また，大橋・静川（ ）によると，出穂後
日の 穂あたり出液速度は，水稲品種 祝 の 穂








（図 ）．本試験を行った出穂後 日の標準施肥区の 株











区， 本 多施肥区， 本 多施肥区， 本区となった
（図 ）．
これまでに蒋ら（ ）によって，出穂後 日 日
の は ， は
であること，また趙・村田（ ）によって，
出穂前 日の は となることが報
告されている．本試験では，出穂後 日 日の




高となり，ついで 本区， 本区， 本区， 本 多施
肥区となった．一方，穂乾物増加速度は標準施肥区と多
施肥区をこみにした場合， 本 多施肥区が最高となり，
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表 出穂後 日の 穂あたり出液速度と出穂後














図 出穂後 日の 穂あたり出液速度
（図中の縦線は標準誤差，横軸は処理区 本 株植え付け本数，
多 多施肥区（ ），その他は標準施肥区（ ））
図 出穂後 日の地上部乾物重あたり出液速度
（図中の縦線は標準誤差，横軸は処理区 本 株植え付け本数，
多 多施肥区（ ），その他は標準施肥区（ ））
